
全
建
総
連

第
61
回
定
期
大
会

（

WEB

会
議

）

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
全

建
総
連
会
館
と
各
加
盟
組
合
会
館

と
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
だ
、
初

め
て
のW

EB

会
議
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
令
和
2
年
10
月
14

日

午
前
10
時
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
全
53
県
連
・
組
合

か
ら
、
963
人
（
う
ち
委
任
状

448
人
）

の
参
加
が
あ
り
、
滋
賀
県
建
築
組

合
か
ら
は
、
平
塚
組
合
長
、
髙
村

書
記
長
（
全
建
総
連

中
央
執
行
委

員
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
定
期
大
会
会
議
の

も
よ
う
は
、Y

o
u
T
ub
e

で
ラ
イ
ブ

配
信
さ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
の
仲
間
の
力
を
結
集
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
賃
金
・

単
価
を
引
き
上
げ
、
地
域
に
根
ざ

し
た
建
設
産
業
を
守
り
抜
こ
う
」

を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
は
、
代
議
員
か
ら
の

事
前
文
書
提
出
等
で
51
件
。

・
コ
ロ
ナ
に
よ
る
保
険
料
減
免
へ

の
予
算
措
置

・
建
設
石
綿
訴
訟
の
解
決

・
建
設
産
業
の
働
き
方
改
革

・
能
力
評
価
、
企
業
評
価
制
度
を

活
用
し
た
仕
事
確
保

・
大
衆
増
税
反
対
と
適
格
請
求
書

保
存
方
式
見
直
し
の
取
り
組
み

強
化

・
資
格
報
奨
金
制
度
の
見
直
し

・
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
普
及
、
促
進

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
組
織
活
動

等
に
つ
い
て
の
意
見
、
要
望
、

質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら
文
書

回
答
を
含
め
て
答
弁
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

大
会
は
第
60
期
経
過
報
告
、
決

算
報
告
、
監
査
報
告
、
第
61
期
運

動
方
針
、
予
算
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
、
大
会
宣
言
の
す
べ
て
を
採
択
。

中
西
孝
司
、
新
中
央
執
行
委
員

長
を
は
じ
め
と
し
た
、
新
役
員
が

選
出
さ
れ
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
建
築
組
合
選
出
の
役
員

に
変
更
は
な
く
、
髙
村
書
記
長
が

中
央
執
行
委
員
と
し
て
承
認
を
受

け
ま
し
た
。

新
役
員
体
制
で
、
中
西
孝
司
委
員

長
ら
が
選
出

吉
田
三
男
委
員
長
が
勇
退

吉
田
三
男
氏(

建
設
埼
玉)

は
、

3
期
3
年
間
、
全
建
総
連
の
先
頭

に
立
ち
運
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
勇
退
さ
れ
、
新
委
員
長
と
し
て

中
西
孝
司
氏(

香
川
建
労)

が
、
中

央
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。吉

田
氏
は
、
「
多
く
の
仲
間
と

の
出
会
い
が
財
産
、
生
涯
組
合
員

を
目
指
し
た
い
。
全
建
総
連
の
更

な
る
全
身
を
祈
念
し
ま
す
。
」
と

退
任
の
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

中
西
新
委
員
長
は
、
「
お
疲
れ

様
で
し
た
、
長
い
間
の
ご
活
躍
に

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
就
任
の
挨
拶
で
伝
え
ま
し
た
。

関
西
地
協

第
60
回

定
期
大

会
は
、
令
和
2
年
10
月
7
日(

水)

に
、
「
エ
ル
お
お
さ
か
」
に
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
、
滋
賀
県
建
築
組
合
の
代

議
員
定
数
は
3
名
で
す
が
、
今
年

は
2
名
に
変
更
と
な
り
、
当
組
合

か
ら
は
、
平
塚
組
合
長
・
冨
田
副

組
合
長
と
、
関
西
地
協
役
員
の
髙

村
書
記
長(

幹
事)

・
大
澤
財
政
部

長(

会
計
監
査)

が
出
席
し
ま
し
た
。

関
西
2
府
4
県
よ
り
5
県
連
・

組
合
、
39
名
の
出
席
が
あ
り
、
委

任
状
出
席
は
9
名
で
し
た
。

大
会
で
は
、
第
59
期

経
過
報
告
・

決
算
報
告
・
監
査
報
告
、
第
60
期

運
動
方
針
・
予
算
・
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
大
会
宣
言
の
す
べ
て
を
採

択
し
、
新
役
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
、

定
刻
通
り
閉
会
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
建
築
組
合
選
出
の
役
員

に
変
更
は
な
く
、
髙
村
書
記
長
が

幹
事
、
大
澤
財
政
部
長
が
会
計
監

査
と
し
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

次
期
の
活
動
方
針
で
は
、

・
賃
金
・
労
働
条
件
改
善
の
取
り

組
み

・
職
域
防
衛
・
仕
事
確
保
、
技
術
・

技
能
向
上
の
取
り
組
み

・
重
税
に
対
し
、
税
制
の
民
主
化

を
求
め
る
運
動

・
社
会
保
障
拡
充
、
建
設
国
保
の

育
成
強
化
を
求
め
る
運
動

・
労
災
・
職
業
病
対
策
、
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
全
面
解
決
に

向
け
て
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
状
況
を
判
断
し
な
が
ら
、
取

り
組
み
方
法
を
検
討
し
、
運
動
を

進
め
て
行
く
旨
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

全
建
総
連
・
組
織
実
増
、

秋
の
拡
大
成
果
と
な
り
、

２
０
２
０
年
９
月
末
、
組

織
人
員
調
査
の
結
果
、
全

国
組
合
員
は
、
62
万
７
１

８
１
人
と
な
り
、
昨
年
同
月
比
３

０
６
８
人
（
０
・
49
％
）
増
と
9

月
末
調
査
で
は
昨
年
に
続
き
２
年

連
続
で
、
年
間
増
勢
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

建
設
業
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
大
変
厳
し

い
中
で
の
拡
大
月
間
に
な
る
と
の

予
測
で
し
た
が
、
62
万
組
織
を
守

り
ぬ
き
、
年
間
増
勢
で
定
期
大
会

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県
連
・
組
合
別
で
は
、
全
53
県

連
・
組
合
の
お
よ
そ
３
分
の
２
と

な
る
、
35
県
連
・
組
合
が
年
間
増

勢
を
果
た
し
、
昨
年
同
期
（
32
組

合
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
す
で
に

表
れ
て
い
た
春
の
拡
大
月
間
で
は
、

具
体
的
な
対
策
の
準
備
、
環
境
整

備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
緊
急

事
態
宣
言
の
発
令
も
あ
り
、
大
き

く
行
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
の
取

り
組
み
で
し
た
。

こ
の
秋
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

で
、
考
え
ら
れ
る
で
き
る
こ
と
の

方
法
を
追
求
し
、
行
動
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

は
、
IT
技
術
の
融
合
・
強
化
で
、

仲
間
に
寄
り
添
っ
た
運
動
を
推
し

進
め
、
支
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
厳
し
い
状
況

の
中
、
9
月
末
組
織
を
増
勢
で
き

た
こ
と
は
、
秋
の
拡
大
月
間
前
半

に
お
け
る
全
国
の
仲
間
の
成
果
で

す
。

今
後
も
秋
の
組
織
拡
大
月
間
の

成
功
と
、
12
月
末
組
織
基
本
調
査

で
全
県
連
・
組
合
の
組
織
実
増
に

向
け
て
、
引
き
続
き
一
層
の
ご
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

滋
賀
県
建
築
組
合
で
は
、
昨
年

の
組
織
拡
大
目
標(

１
％)

を
超
え

る
増
員
が
達
成
さ
れ
、
令
和
元
年

に
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
定
期
大
会

で
、
組
織
拡
大
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。そ

し
て
、
今
年
度
9
月
末
の
組

織
人
員
調
査
で
は
、
昨
年
を
さ
ら

に
大
き
く
超
え
る
、
２
・
５
２
％

増
で
50
人
を
上
回
る
増
勢
と
な
り

ま
し
た
。

各
支
部
に
よ
っ
て
増
減
も
あ
り

ま
す
が
、
最
終
的
に
多
く
の
増
員

と
な
り
、
特
に
、
八
幡
支
部
で
は
、

30
～
40
人
の
増
員
の
月
も
あ
り
、

際
立
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
見

込
め
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
も

う
4
年
先
の
２
０
２
５
年
に
は
団

塊
の
世
代
が
75
歳
の
後
期
高
齢
者

に
入
り
、
下
降
線
が
予
想
さ
れ
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
後
継
者
を
取
り
込

め
る
、
こ
の
時
代
に
合
っ
た
環
境

づ
く
り
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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関
西
地
協

第
60
回

定
期
大
会

第
61
回

定
期
大
会

吉
田
委
員
長
が
勇
退

滋
賀
建
築
も
増
勢

コ
ロ
ナ
禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

地
域
に
ね
ざ
し
た
建
設
産
業
を
守
り
抜
こ
う



令
和
2
年
9
月
30
日
（
水
）
に

大
津
支
部
は
、
大
津
市
に
対
し
て

「
飛
沫
防
止
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の

寄
贈
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
び
わ
こ

放
送
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
）

毎
年
大
津
支
部
で
は
、
住
宅
デ
ー

の
取
り
組
み
と
し
て
市
内
の
保
育

園
等
に
奉
仕
活
動
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
コ
ロ
ナ
禍
で
住

宅
デ
ー
の
通
常
実
施
は
難
し
い
状

況
の
中
、
そ
れ
で
も
「
何
か
子
ど

も
達
に
し
て
あ
げ
た
い
、
食
事
の

時
な
ど
に
使
用
し
て
も
ら
う
飛
沫

防
止
設
備
を
寄
贈
し
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
」
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
、

企
画
立
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
寄
贈
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

製
作
に
あ
た
り
、
資
材
調
達
、

製
作
と
当
支
部
青
年
部
一
丸
と

な
り
事
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

当
支
部
の
住
宅
デ
ー
に
関
し

て
は
組
合
員
さ
ん
よ
り
多
く
の
意

見
を
毎
年
頂
い
て
お
り
、
中
に
は

否
定
的
な
意
見
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
今
年
度
の
事
業
に
関
し

て
は
多
く
の
暖
か
い
意
見
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。WIT

H

コ
ロ
ナ
に
沿
っ

た
新
し
い
取
り
組
み
と
も
言
え
ま

す
。次

年
度
は
通
年
通
り
に
各
種
事

業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
取
り
組
み
の
よ
う
に
状

況
に
沿
っ
て
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
２
年
度

滋
賀
県
建

築
組
合

主
婦
の
会

組

織
拡
大
行
動
の
一
環
と
し

て
、
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

「
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を

作
っ
て
見
ま
せ
ん
か

?
」

主
婦
の
会
で
は
、
例
年
、

会
員
の
募
集
、
会
員
や
知

り
合
い
仲
間
を
誘
っ
て
、

増
員
を
目
指
し
、
皆
さ
ん

の
結
束
・
絆
を
高
め
る
、

組
織
拡
大
行
動
と
し
て
、

体
験
学
習
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
思
い
も
よ

ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
言
う
、
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
広
が
り
で
、

い
つ
ま
で
活
動
が
で
き
な

い
の
か
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
３
月
以
降
よ
う
や
く
交
流

の
場
を
設
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

令
和
２
年
11
月
13
日
（
金
）

午

前
10
時
45
分
よ
り
、
滋
賀
県
建
築

組
合
の
3
階
に
て
、
参
加
人
数
を

お
さ
え
、
18
名
の
参
加
者
で
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
は
、
年

末
も
近
づ
い
て
来
ま
し
た
の
で
、

「
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
つ
く
り
」

と
し
て
、
講
師
の
方
に
も
来
て
い

た
だ
き
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
皆
さ
ん
の
思
い
思
い
の
花

や
飾
り
を
リ
ー
ス
に
巻
き
付
け
て
、

見
栄
え
を
見
た
り
聞
い
た
り
、
感

染
防
止
の
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
で

す
の
で
、
少
し
不
自
由
な
事
も
あ

り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
だ
、
こ
の
先
コ
ロ
ナ
感
染
の

状
況
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
行

く
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
引
き
離
さ
れ
る
よ
う
な

事
態
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
も
、

私
た
ち
皆
さ
ん
も
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
、
ま
た
今
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
も
何
か
で
出
来

る
事
は
な
い
か
、
政
府
の
政
策

も
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
使
え
る
ツ
ー
ル
（
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
）
を
上
手

く
活
用
し
て
、
皆
さ
ん
と
の
繋

が
り
が
、
薄
れ
て
行
か
な
い
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を

取
り
、

情
報
交
換
や

交
流
を
深
め

て
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。

環
境
変
化
に
よ
る
、
私
た
ち
に

関
わ
り
の
有
る
住
宅
の
新
し
い
住

み
方
、
考
え
方
が
、
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

あ
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
発
表
し

た
プ
ラ
ン
で
は
、
玄
関
を
入
れ
ば

居
間
へ
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

直
接
、
居
間
へ
は
入
ら
ず
、
ま
ず

家
族
分
の
収
納
が
あ
る
ウ
ォ
ー
ク

イ
ン
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
入
り
外
出

で
着
た
上
着
と
靴
を
脱
ぎ
、
と
な

り
の
部
屋
は
洗
面
・
脱
衣
室
、
そ

こ
で
手
を
洗
い
、
そ
の
と
な
り
は

浴
室
、
そ
し
て
居
間
へ
つ
な
が
り

ま
す
。

さ
ら
に
別
の
部
屋
は
生
活
音
を

遮
断
し
た
防
音
対
策
と
換
気
を
考

慮
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
の
出
来
る
独

立
性
の
あ
る
部
屋
、
そ
ん
な
間
取

り
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
今
ま
で
と
は
少
し
動
線
が

変
わ
る
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
、

設
備
機
器
で
も
換
気
の
出
来
る
エ

ア
コ
ン
が
出
て
来
た
り
、
空
気
清

浄
機
も
よ
り
強
力
に
除
菌
出
来
る

も
の
が
出
た
り
、
設
備
面
で
も
ど

ん
ど
ん
変
化
が
急
速
に
進
ん
で
来

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
や
、
住

む
人
の
新
し
い
考
え
方
な

ど
に
も
対
応
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
、
「
コ
ロ
ナ
禍
」
、
と
言
う
言

葉
が
、
多
く
の
行
事
や
活
動
の
前

に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
と
は
ま
た
違
う
、
も
う
ひ

と
つ
の
人
の
動
き
を
止
め
る
バ
リ

ケ
ー
ド
が
あ
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
先
の
見
え
な
い
落

ち
着
か
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
組
合
員
と
の
交
流
も
少
な

く
、
次
の
世
代
を
引
き
継
い
で
く

れ
る
、
新
し
い
人
材
の
顔
も
見
え

て
き
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
で
も
、
住
宅
デ
ー
や

奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
有
り
ま
す
。

ま
た
、
活
動
の
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
投
稿
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
津
支
部
だ
よ
り
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おしゃべり少なく、真剣な製作

中建国保の住宅改修補助制度

飛沫防止パーティションの寄贈

こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
方

編
集
後
記
教
宣
部
記

宮
田

思い思いのクリスマスリースが完成です

大津市より感謝状を授与されました

魔除け･豊作祈願･新年の幸福祈願の意味を持つリース


